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1 人称代名詞における除外と包括の対立 
―漢語諸方言を中心に― 
 
張 盛開 
 
漢語の南方方言には 1 人称複数代名詞の除外形と包括形の対立（以下除包対立と略す）
がなく，北京官話の“我们”（除外形）と“咱们”（包括形）は北方民族の言語の影響であ
るとされている． 
Jerry Norman（1988：121）では「1 人称複数代名詞の除外と包括の対立は漢語の方言に
おいては普遍的な現象ではないが，標準中国語は宋、元時代より北の方言から除外形“我
们”と包括形“咱们”に当たる対立を受け継いでいる」としている． 
しかし，筆者の母語である平江方言（南方の贛方言の下位方言とされている）には，北
京官話より厳密な除外形と包括形の使い分けがある．北京と地域的に遠く離れている平江
は，北京官話の影響を直接受けているとは考えがたい．このことはむしろこの 2 つの方言
の祖語である古代中国語に遡る可能性も考えられる．両者に関係があるなら，北京官話と
平江方言以外の方言にも類似的な対立があるはずである．実際に近年では，いくつかの方
言における除包対立の存在が報告されてきている．論文では平江方言とその周辺の方言を
中心に，漢語諸方言（官話・閩語・贛語・客家語・呉語・湘語・粤語など）における除外
形と包括形の使い分けについて詳しく調べる．除包対立の分布地図を描き，地図での分布
を参考に，漢語諸方言の除包対立の来源を探る．さらに漢語の周辺の言語（少数民族言語
など）についても考察する． 
除外形と包括形を語形別にタイプ分けし，その使い分けについてさらに考察する．考察
方法は先行研究を参照するほか，アンケート調査と実地調査を用いる． 
 
漢語諸方言における除包対立について考察した結果，漢語の 9 大方言（平話を除いて）
のうち，除包対立が見られない方言はなかった．それぞれの方言における除包対立は，語
形・使用実態・分布が異なっている．さらに，諸方言における除包対立を地図に描き，方
言別除包対立の分布などを明らかにした．地図から以下のことを指摘する． 
I. 除包対立をあまり持たない南方官話に近い地域（例えば、湖南省）も除包対立が少
ない 
II. 客家語と贛語は除包対立を持つ確率がともに高く，近い系統関係を示している 
III. 逆に全濁音を持つことから関係が近いとされている湘語と呉語が，除包対立におい
ては全く異なる傾向を示している 
IV. 北方官話や閩語以外では，それぞれの方言の大都市の方言で除包対立が見られない 
 
今までの漢語研究では特に南方の諸方言には除包対立がないとされてきたが，それは大
方の大都市の方言に，除包対立が見られないことからの類推による可能性があると指摘し
た。 
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さらに除包対立地図から，筆者は除包対立の発生と伝播経路を検討し，次のような結論
を下した． 
漢語諸方言における除包対立はそれぞれの方言自体から発生した可能性も否定できな
いが，外部からの影響や方言の祖語である中古漢語からの残存である可能性も考えられる． 
その理由として以下の 2 点をあげる． 
① 包括形の構成法が共通している 
 晋語の包括形は“咱”を用いるものが多い．多くの方言（贛語、呉語など）の包括形に
用いる複数接辞“哩”や“家” は“们”と近い意味範疇を持っている．これらは諸方言に
おける包括形が北京官話の“咱们”と近い関係にあることを示唆している．  
② 厳密に使い分けている点で共通している 
各方言に除包対立がはっきりしている下位方言が存在する.除外形が包括形に使われるこ
とがない．逆も同様である． 
 
先行研究で指摘されているとおり，漢語諸方言の除包対立も話者の聞き手に対する関
係・敬語などにかかわっていることが確認できた． 
 
少数民族における除包対立についても考察した．その結果，「漢語諸方言における除包対
立は少数民族の言語による影響である」という説の可能性が低いことが判明した．  
 
今後の課題は官話と南方方言の間で空白となっている地域(主に安徽省あたり)の方言に
おける除包対立を明らかにし，さらに綿密な分布図を作り，除包対立の由来を検証するこ
とである．さらに世界の言語との対照から，漢語諸方言における除包対立の位置づけをす
ることも必要である． 
 
 
 
